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企
画
展
示公

害
・
環
境
問
題
と
か
な
が
わ

開
催
期
間　

平
成
十
七
年
九
月
二
四
日
～
十
一
月
二
五
日

　

平
成
一
七
年
九
月
二
四
日
か
ら
十
一
月

二
五
日
ま
で
、 

「
企
画
展
示　

公
害
・
環

境
問
題
と
か
な
が
わ
」
を
当
館
一
回
の
展

示
室
で
開
催
し
、
多
く
の
方
々
に
ご
来
館

い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
神
奈
川
の
身
近
な

公
害
の
歴
史
が
み
ら
れ
た
」
「
年
代
ご
と

の
環
境
行
政
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
」
な

ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
を
と
り
ま
く
環
境
へ
の
関
心
は

年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
企
画
展

示
は
、
戦
後
の
か
な
が
わ
で
起
き
た
「
公

害
」「
環
境
」
を
め
ぐ
る
問
題
と
、
県
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
、
公
文
書
な
ど
の
所
蔵

資
料
で
概
観
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

全
休
は
６
つ
の
小
テ
ー
マ
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

①
戦
後
の
公
害
問
題
の

始
ま
り
、 

②
公
害
問
題
の
変
質
と
取
組
み

の
本
格
化
、 

③ 

「
公
害
」
か
ら
「
環
境
」

へ
、 

④
朝
日
製
鉄
問
題
、⑤
公
害
セ
ン
タ
ー

の
活
動
、
そ
し
て
、 

⑥
わ
た
し
た
ち
の
環

境
、
の
６
つ
で
す
。

　

①
か
ら
③
ま
で
は
、
公
文
書
と
広
報
課

撮
影
写
真
を
用
い
て
、
問
題
の
移
り
変
わ

り
を
紹
介
し
ま
し
た
。
当
時
起
き
た
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
、
公
文
書
と
い
う
文
字
資

料
と
写
真
と
い
う
映
像
資
料
と
で
複
合
的

に
表
現
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

　

⑥
に
つ
い
て
は
、
今
も
刊
行
さ
れ
て
い

る
『
か
な
が
わ
環
境
白
書
』
も
含
め
て
、

公
害
・
環
境
白
書
に
関
わ
る
公
文
書
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
示
で
は
新
た
な
試
み
を

し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
の
範
囲
を
し
ぼ
っ
て
、

関
連
す
る
公
文
書
等
を
数
多
く
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
、 

④

朝
日
製
鉄
問
題
、 
⑤
公
害
セ
ン
タ
ー
の
活

動
の
２
つ
で
し
た
。
展
示
室
中
央
の
覗
き

ケ
ー
ス
内
を
じ
っ
く
り
見
て
い
る
方
々
の

姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
示
に
合
わ
せ
て
、
関
連

講
演
会
「
初
期
公
害
行
政
か
ら
環
境
危
機

ま
で　

公
害
セ
ン
タ
ー
の
足
跡
」
を
、
十

一
月
十
一
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
元
公
害

セ
ン
タ
ー
所
長
の
氷
見
康
二
氏
に
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

氷
見
氏
は
初
め
に
「
公
害
」
の
発
生
は

わ
れ
わ
れ
の
快
適
な
生
活
と
深
く
結
び
つ

い
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
ロ

ン
ド
ン
で
の
公
害
発
生
事
例
に
触
れ
た
後

に
、
か
な
が
わ
で
の
公
害
・
環
境
問
題
に

話
を
進
め
ま
し
た
。
戦
前
か
ら
公
害
が
発

生
し
て
い
た
こ
と
、
戦
後
の
公
害
行
政
が
、

規
制
権
限
な
き
行
政
か
ら
、
法
令
に
基
づ

く
規
制
行
政
へ
と
変
化
す
る
過
程
を
、
多

く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
、
語
っ
て
下

さ
い
ま
し
た
（
公
演
内
容
は
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
す
る
予
定
）
。

講師の氷見康二氏（元公害センター所長）

朝日製鉄問題（覗きケース内）
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平
成
十
七
年
七
月
十
三
日
か
ら
八
月
三

十
一
日
ま
で
、
ホ
ー
ル
内
の
ケ
ー
ス
で
ミ

ニ
展
示
「
ゆ
め
国
体
と
ゆ
め
大
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
「
ゆ
め
国
体
と
ゆ
め
大
会
」

は
、
か
な
が
わ
で
平
成
一
〇
年
に
開
催
さ

れ
た
国
体
の
所
蔵
資
料
を
紹
介
す
る
の
が

狙
い
で
し
た
。

　

行
政
資
料
課
担
当
の
ミ
ニ
展
示
で
は
期

間
を
い
く
つ
か
に
分
け
て
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
資
料
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
に
心
が

け
て
い
ま
す
。
こ
の
ミ
ニ
展
示
で
も
、
４

つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
展
示
換
え
を

行
い
ま
し
た
。

　

各
テ
ー
マ
は
、 

①
国
体
と
か
な
が
わ
、

②
目
で
み
る
「
ゆ
め
国
体
」
、 

③
公
文
書

に
み
る
舞
台
裏
、 

④
「
ゆ
め
大
会
」
（
全

国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
そ
の
姿
、

と
し
ま
し
た
。 

①
で
は
国
体
の
歴
史
と
か

な
が
わ
で
昭
和
三
三
年
に
開
催
さ
れ
た
第

一
〇
回
大
会
の
資
料
を
、 

②
で
は
「
ゆ
め

国
体
」
の
シ
ン
ボ
ル
・
マ
ス
コ
ッ
ト
「
か

な
べ
え
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
資

料
を
、 

③
で
は
国
体
の
運
営
に
関
わ
る
公

文
書
資
料
を
、 
④
で
は
「
ゆ
め
大
会
」
に

関
す
る
資
料
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

 

「
ゆ
め
国
体
」
「
ゆ
め
大
会
」
は
と
も

に
、
簡
素
で
効
率
的
な
運
営
や
環
境
へ
の

配
慮
な
ど
国
体
の
新
た
な
ス
タ
イ
ル
を
目

指
し
た
大
会
で
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
多
く
の
県
民
の
参
加
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
た
大
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
「
ゆ
め
国
体
」
「
ゆ
め
大
会
」

に
開
す
る
多
く
の
資
料
を
所
蔵
し
て
い
ま

す
。
両
大
会
に
開
す
る
公
文
書
は
も
ち
ろ

ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
刊
行
物
、
映
像
資
料
、

さ
ら
に
は
ポ
ス
タ
ー
や
マ
ス
コ
ッ
ト
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
解
説
や
写
真

を
交
え
た
資
料
の
目
録
化
を
現
在
進
め
て

い
ま
す
。

ミ
ニ
展
示
を
終
え
て

ゆ
め
国
体
と
ゆ
め
大
会

開
催
期
間　

平
成
十
七
年
七
月
十
三
日
～
八
月
三
十
一
日

マスコットも貴重な資料

ミ
ニ
展
示
を
終
え
て

副

島

種

臣

の

書

簡

開
催
期
間　

平
成
十
七
年
九
月
十
四
日
～
十
月
三
十
日

　

平
成
十
七
年
度
三
回
目
の
ミ
ニ
展
示
で

は
、
明
治
政
府
の
外
務
卿
と
し
て
マ
リ
ア
＝

ル
ス
号
事
件
の
解
決
に
尽
力
し
た
副
島
種

臣
の
書
簡
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

副
島
は
江
戸
時
代
末
期
に
国
学
者
枝

吉
種
彰
の
子
と
し
て
佐
賀
城
下
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
幕
末
に
は
京
都
に
遊
学
し
尊
王

攘
夷
派
の
志
士
達
と
交
流
を
も
ち
、
ま
た

長
崎
の
佐
賀
藩
校
で
あ
る
致
遠
館
で
大
隈

重
信
ら
と
共
に
英
語
・
ア
メ
リ
カ
憲
法
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
長
崎
で
対
外

折
衝
に
当
た
っ
た
後
上
京
、
新
政
府
の
参

与
、
制
度
事
務
局
判
事
と
な
り
、
福
岡
孝

弟
と
共
に
「
政
体
書
」
を
起
草
し
ま
し
た
。

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
外
務
卿
に
就
任
、

翌
年
起
こ
っ
た
マ
リ
ア
＝
ル
ス
号
事
件
の

際
に
は
、
日
本
側
の
中
心
と
な
っ
て
事
件

解
決
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
明
治
六
年
に
征
韓
論
で
敗
れ

西
郷
隆
盛
ら
と
共
に
参
議
を
辞
任
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
宮
中
顧
問
官
、
枢
密
院
副

議
長
、
内
務
大
臣
を
歴
任
し
、
ま
た
対
外

研
究
会
で
あ
る
東
邦
協
会
会
頭
に
就
任
し

ま
し
た
。

　

こ
の
書
簡
は
、
後
に
ス
ペ
イ
ン
駐
箚

公
使
を
勤
め
る
稲
垣
満
次
郎
に
、
東
邦
協

会
の
評
議
員
辞
職
を
思
い
と
ど
ま
る
よ
う

説
得
し
た
も
の
で
す
。

「
副
島
種
臣
の
書
簡
」 

山
ロ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
寄
贈
）
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そ
え
じ
ま
た
ね

お
み

え
だ

よ
し
た
ね
あ
き

ち 

え
ん
か
ん

ふ
く
お
か
た
か

ち
か

ち
ゅ
う
さ
つ



ミ
ニ
展
示
を
終
え
て

土
地
を
読
む　

土
地
宝
典
の
世
界

開
催
期
間　

平
成
十
七
年
十
一
月
十
一
日
～
十
二
月
二
五
日

　

平
成
十
七
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
二

月
二
五
日
ま
で
、
ホ
ー
ル
の
設
置
ケ
ー
ス

で
ミ
ニ
展
示
「
土
地
を
読
む　

土
地
宝
典

の
世
界
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
館
所
蔵

の
土
地
宝
典
を
用
い
て
、
資
料
の
特
徴
や

面
白
さ
を
紹
介
す
る
の
が
狙
い
で
し
た
。

　

こ
の
ミ
ニ
展
示
で
も
、
３
つ
の
テ
ー
マ

を
置
い
て
展
示
換
え
を
行
い
ま
し
た
。 

①

「
土
地
宝
典
」
と
は
何
か
、 

②
明
治
・
大

正
期
の
土
地
宝
典
、 

③
昭
和
初
期
の
土
地

宝
典
、
が
そ
の
テ
ー
マ
で
す
。

　

「
『
土
地
宝
典
』
と
は
何
か
」
で
は
、
そ

の
テ
ー
マ
通
り
、「
土
地
宝
典
」
に
つ
い
て

の
簡
単
な
説
明
を
、
実
例
を
示
し
な
が
ら

行
い
ま
し
た
。
登
記
所
な
ど
に
置
か
れ
て

い
た
「
公
図
」
と
「
土
地
台
帳
」
を
一
冊

に
ま
と
め
た
も
の
が
「
土
地
宝
典
」
で
す
。

土
地
所
有
の
状
況
を
す
ぐ
に
確
認
で
き
る

の
が
そ
の
特
徴
と
言
え
ま
す
。
『
横
濱
市

土
地
宝
典　

保
土
ヶ
谷
區
之
部
』
を
例
と

し
て
、
「
土
地
宝
典
」
と
い
う
も
の
の
構

成
を
最
初
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

 

「
明
治
・
大
正
期
の
土
地
宝
典
」
で
は
、

明
治
十
七
年
発
行
の
『
横
濱
全
図
』
と
大

正
五
年
発
行
の
『
横
濱
市
中
区
土
地
宝
典
』

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
幕
末
以
来
置
か
れ

て
い
た
外
国
人
居
留
地
付
近
の
資
料
を
展

示
し
ま
し
た
。

　

 

「
昭
和
初
期
の
土
地
宝
典
」
で
は
、
二

俣
川
に
近
い
保
土
ヶ
谷
区
と
瀬
谷
区
の
土

地
宝
典
か
ら
３
点
紹
介
し
ま
し
た
。
上
星

川
町
の
土
地
宝
典
に
は
、「
神
中
鉄
道
」
の

「
星
川
停
留
所
」
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
も
、「
展
示
し
て
あ
っ
た
資
料

が
見
た
い
」
と
い
っ
た
問
合
せ
が
あ
り
、

限
ら
れ
た
数
で
も
、
資
料
の
特
徴
と
面
白

さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

「土地を読む」全景（表示板とケース）

「
展
示
室
だ
よ
り
」
特
別
版

～

来

館

者

の

声

～

企
画
展
示
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

　

当
館
で
は
年
３
回
、
展
示
室
を
会
場
と

す
る
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
春
か
ら
夏

に
か
け
て
行
わ
れ
る
通
常
展
示
と
、
秋
・

冬
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
る
企
画
展
示
で
す
。

　

そ
の
３
回
の
展
示
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
一
面
で
ご
紹
介
し
た
企
画
展
示
の

際
の
回
答
か
ら
、
公
文
書
館
に
関
す
る
感

想
・
要
望
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

当
館
に
関
す
る
感
想
と
し
て
多
く
見
ら

れ
た
の
は
、
「
静
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
静
か
で
と
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
、
ま

た
来
た
い
で
す
」（
一
〇
代
女
性
）、「
と
て

も
良
い
所
だ
し
、
静
か
で
な
ご
み
ま
し
た
」

（
一
〇
代
女
性
）
な
ど
の
声
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
「
癒
し
」
の
時
代
に
ピ
ッ
タ
リ

の
施
設
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
、「
ま
た
来
た
い
」
と
い
う
声

も
目
立
ち
ま
し
た
。「
ま
た
来
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
良
い
所
で
す
ね
」（
四
〇
代
男
性
）、

「
初
め
て
来
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
な

ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
来
た
い

と
思
い
ま
し
た
」（
三
〇
代
女
性
）、「
静
か

で
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
来
た
と

き
は
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
じ
っ
く
り
見
た

い
で
す
」（
一
〇
代
女
性
）
な
ど
の
ご
意
見

で
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
せ
る
だ
け
の

魅
力
が
こ
の
館
に
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

他
方
、
当
館
へ
の
要
望
に
は
、
何
が
不

足
し
て
い
る
の
か
を
知
る
手
が
か
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　

圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
は
、
広
報
・
宣

伝
に
関
す
る
要
望
で
す
。
「
も
っ
と
存
在

や
役
割
を
県
民
全
般
に
伝
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
」
（
三
〇
代
男
性
）
、
「
も
っ
と

宣
伝
し
て
く
だ
さ
い
。
日
本
の
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
は
こ
の
点
が
弱
い
」（
四
〇
代
男
性
）、

「
公
文
書
館
の
存
在
ア
ピ
ー
ル
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
（
六
〇
代
男
性
）

な
ど
、
多
く
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
広
報
に
加

え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
で
よ
り
機
動

的
な
活
動
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
「
寄
贈
・
寄
託
資
料
が
何
が
あ

る
か
わ
か
り
に
く
い
。
目
録
の
充
実
を
望

み
ま
す
」
（
六
〇
代
男
性
）
と
い
う
声
が

あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
所
蔵
資
料
の
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
試
み

を
、
今
後
も
積
み
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
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 電車の場合　相鉄線｢二俣川駅｣ （横浜駅から急行で11分）下車／徒歩17分又は

交通の案内 相鉄バス｢運転試験場循環｣行きで「運転試験場」下車徒歩 3分

 車 の 場 合 「保土ヶ谷バイパス」本村インターから 6分

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
だ
よ
り(

第
十
四
号
）

平
成
十
七
年
一
二
月
二
八
日
発
行

　

編
集
発
行　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館

　

〒
二
四
一―

〇
八
一
五

　

横
浜
市
旭
区
中
尾
一―

六―

一

　

電
話　

〇
四
五
（
三
六
四
）
四
四
五
六

古紙配合率100％再生紙を使用しています

館
利
用
の
ご
案
内

 

（
利
用
時
間
）

閲
覧
室
→
午
前
九
時
～
午
後
五
時

会
議
室
→
午
前
九
時
～
午
後
九
時

 

（
利
用
方
法
）

閲
覧
室
→
開
架
さ
れ
て
い
る
資
料
は
自
由

に
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
書
庫
内
の
資

料
は
受
付
に
請
求
し
て
下
さ
い
。

会
議
室
→
ど
な
た
で
も
自
由
に
申
込
み
で

き
ま
す
。

所

蔵

資

料

紹

介

●
古
文
書
資
料

武
尾
家
文
書
（
寄
託
資
料
）

　

足
柄
上
郡
山
北
町
谷
ケ
武
尾
佑
治
氏
宅

に
伝
来
し
た
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）

か
ら
昭
和
戦
前
期
に
至
る
古
文
書
で
数
量

は
一
三
， 

〇
〇
〇
余
点
あ
り
ま
す
。

　

伝
来
の
古
文
書
は
、
当
家
が
江
戸
時
代

初
期
か
ら
谷
ケ
村
名
主
を
勤
め
明
治
期
に

入
る
と
戸
長
に
就
任
し
た
こ
と
か
ら
、
村

経
営
の
名
主
文
書
・
戸
長
文
書
が
自
然
に

家
文
言
全
体
の
根
幹
を
な
し
て
存
在
し
て

い
ま
す
。
明
治
期
当
主
で
あ
っ
た
弥
十
郎
、

喜
間
太
親
子
二
代
神
奈
川
県
会
議
員
と
し

て
そ
の
職
に
あ
っ
た
県
会
（
現
在
、
県
議

会
）
に
関
す
る
文
書
、
谷
ケ
地
内
に
東
海

道
鉄
道
停
車
場
を
設
置
す
る
た
め
の
文
書
、

川
村
山
北
よ
り
谷
ケ
村
を
経
て
静
岡
県
小

山
に
至
る
道
路
の
開
鑿
文
書
、
横
浜
電
気

株
式
会
社
送
電
線
路
開
係
文
書
、
相
模
水

力
電
気
株
式
会
社
の
用
地
買
収
関
係
文
書

等
々
も
あ
り
、
家
文
書
構
成
を
豊
か
に
し
、

鉄
道
・
道
路
・
電
気
関
係
文
書
は
当
該
地

域
の
近
代
化
へ
の
歩
み
を
知
る
貴
重
な
史

料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
名
主
文

書
に
は
、
領
主
の
村
支
配
に
よ
る
触
書
、

村
入
用
、
村
の
概
要
を
知
る
村
明
細
帳

（
要
覧
）
、
村
絵
図
、
戸
籍
に
当
る
宗
門
帳
、

五
人
組
帳
、
土
地
台
帳
で
あ
る
検
地
帳

（
寛
永
十
七
年
＝
一
六
四
〇
）
、
税
に
関
す

る
年
貢
割
付
状
（
寛
永
十
六
年
～
明
治
二

年
、
ほ
ぼ
通
年
、 

二
一
〇
余
点
）
、
年
貢

皆
済
目
録
、
谷
ケ
関
所
や
助
郷
の
交
通
関

係
文
書
等
村
経
営
の
基
本
的
な
文
書
が
見

ら
れ
ま
す
。
宝
永
四
年
に
起
こ
っ
た
富
士

山
噴
火
の
降
砂
関
係
文
言
は
、
田
畑
の
復

旧
に
百
年
以
上
要
し
た
こ
と
を
記
録
し
被

害
の
甚
大
さ
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
掲

出
写
真
は
、
年
貢
が
全
く
取
れ
な
か
っ
た

（
「
此
取
な
し
」
）
記
載
。

「
会
議
室
利
用
予
約
」

 

　
　
　

の
お
知
ら
せ

　

平
成
十
七
年
七
月
か
ら
、
皆
様
が
よ
り

簡
単
・
身
近
に
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
等
を

利
用
し
、
自
宅
な
ど
か
ら
会
議
室
等
の
利

用
予
約
が
で
き
る
「
公
共
施
設
利
用
予
約

シ
ス
テ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

会
議
室
の
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事

前
に
施
設
の
窓
口
で
利
用
者
登
録
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
管
理
企
画
課
ま
で
問
合
せ
を
御

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

 

（
〇
四
五
ー
三
六
四
ー
四
四
五
六
）

編

集

後

記

　

公
文
書
館
の
事
業
を
、
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
「
公
文

書
館
だ
よ
り
」
を
年
二
回
発
行
し
、
ま
た
各
市

町
村
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
町
内
会
な
ど
関

係
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
広
報
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
展
示
観
覧
者

等
来
館
者
の
増
加
に
つ
な
が
り
、
効
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

一
層
の
ご
支
援
を
御
願
い
い
た
し
ま
す
。
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宝
永
五
年
の
年
貢
割
付
状
（
書
出
部
分
）

か
い
さ
く




